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はじめに 

近年、スマートフォンや動画配信サービス、ク

ラウドサービス等の普及による通信トラフィッ

クの急増と、それに伴うネットワーク全体の消費

電力の増加が問題となっている．そのため消費電

力の小さい光スイッチへの需要が高まっている

[1]．そこで我々は低消費電力と小型化の両立を

目指し，薄膜磁石の残留磁化により駆動する磁気

光学効果型の光スイッチの研究を行っている．こ

の光スイッチは小型でありながら，経路一定時は

電力を必要としない自己保持動作が可能である

ため，消費電力の低減が期待できる．しかし、こ

れまでの報告では磁石の残留磁化が不十分であ

ったことから十分な位相シフトが得られなかっ

た[2]．今回、スイッチを構成するマッハツェン

ダー干渉計(MZI)のアーム長と薄膜磁石の膜厚を

厚くすることで特性を改善し、十分な位相シフト

によりクロス-バー動作を確認したので報告する． 

実験結果 

製作したデバイスの光学顕微鏡像を Fig. 1(a) 
に示す．またデバイスの移相器部断面の構造を

Fig. 1(b) に示す．磁気光学材料 Ce:YIG 上に

a-Si:H からなる導波路を用いて MZI を形成した．

次いで、干渉計の磁気光学移相器上に Ce:YIG の

磁化を制御するため、薄膜磁石 FeCoB を形成し

た．Ce:YIG の磁化を内向き/外向きで切替えるこ

とによって、干渉導波路間の位相差を 0/πとする

ことができ、出力ポートを切替えることができる． 
FeCoB の膜厚を、従来の 150 nm から 300 nm と

厚くすることで残留磁化を増加させた．また導波

路の設計を見直すとともに、磁気光学移相器長を

1.2 mm と長くした． 
電極に 400 mAの電流を流して薄膜磁石を磁化

した後、電流を止めた状態で透過率の波長特性を

測定した．その後逆方向に 400 mA の電流を流し

て磁化を反転させ、電流を止めて再び透過率の波

長特性を測定した．測定で得られた Bar ポート及

び Cross ポートの透過率波長特性を Fig . 2に示す．

この結果から薄膜磁石の残留磁化によって所望

の位相差が得られ、Bar ポートと Cross ポートの

出力状態が反転した．また、波長 1542 nm におい

て、いずれの出力ポートでも 20 dB 以上の消光比

が得られた． 
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Fig. 1 (a)Microscope image of fabricated device, 
(b)Cross section of magneto-optical phase sifter. 

Fig. 2 Transmission spectra of magneto-optical switch 
measured in (a) bar port and (b) cross port. 
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